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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年1月7日(2021.1.7)

【公表番号】特表2020-502056(P2020-502056A)
【公表日】令和2年1月23日(2020.1.23)
【年通号数】公開・登録公報2020-003
【出願番号】特願2019-524445(P2019-524445)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/17     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   14/47     ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   38/17     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/08     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月12日(2020.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４０ｓリボソームタンパク質Ｓ２（ＲＰＳ２）もしくはそのフラグメントを有し、また
はそれからなる単離ポリペプチドであって、配列ＩＤ番号１、２、３、または４のアミノ
酸配列と少なくとも５０％の配列同一性を有するアミノ酸配列を有する、ポリペプチド。
【請求項２】
　請求項１に記載のポリペプチドにおいて、前記ＲＰＳ２またはそのフラグメントが、配
列ＩＤ番号１、２、３、または４のアミノ酸配列と少なくとも５５％、６０％、６５％、
７０％、７５％、８０％、８５％、９０％、９５％、９８％、または９９％の配列同一性
を有する、ポリペプチド。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のポリペプチドにおいて、前記ＲＰＳ２またはそのフラグメン
トが、配列ＩＤ番号１、２、３、または４のアミノ酸配列を有する、ポリペプチド。
【請求項４】
　上述の請求項のいずれかに記載のポリペプチドにおいて、前記ＲＰＳ２またはそのフラ
グメントが、配列ＩＤ番号１、２、３、または４のアミノ酸配列からなる、ポリペプチド
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【請求項５】
　上述の請求項のいずれかに記載の少なくとも１つのポリペプチドを有する製剤。
【請求項６】
　前記製剤が経口医薬製剤である、請求項５に記載の製剤。
【請求項７】
　前記製剤が非経口医薬製剤である、請求項５に記載の製剤。
【請求項８】
　請求項５～７のいずれかに記載のポリペプチドにおいて、前記製剤が、１またはそれ以
上の医薬的に許容される担体、および／または１またはそれ以上の医薬的に許容される希
釈剤、および／または１またはそれ以上の医薬的に許容される賦形剤を有する、製剤。
【請求項９】
　前記製剤が水性医薬製剤である、請求項５～８のいずれかに記載の製剤。
【請求項１０】
　前記ペプチドが０．０５～５μｇ／Ｌの濃度で存在する、請求項９に記載の製剤。
【請求項１１】
　前記ペプチドが、０．１～１μｇ／Ｌの濃度で存在する、請求項９に記載の製剤。
【請求項１２】
　前記水性医薬製剤が緩衝剤、選択的に生理学的ｐＨを有する緩衝剤を有する、請求項９
～１１のいずれかに記載の製剤。
【請求項１３】
　前記緩衝剤がリン酸緩衝生理食塩水である、請求項１２に記載の製剤。
【請求項１４】
　請求項１～４のいずれかに記載のポリペプチドまたは請求項５～１３のいずれかに記載
の製剤を有する薬剤。
【請求項１５】
　疾患を治療する方法に使用するための、請求項１～４のいずれかに記載のポリペプチド
または請求項５～１３のいずれかに記載の製剤。
【請求項１６】
　１型および／または２型糖尿病を治療する方法に使用するための、請求項１～４のいず
れかに記載のポリペプチドまたは請求項５～１３のいずれかに記載の製剤。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のポリペプチドまたは製剤において、前記使用が、肝グルコース産生
の減少、および／またはコレステロールレベルの減少、および／またはグルカゴンレベル
の減少、および／またはインスリン抵抗性の減少、および／または血圧の低下を提供する
、ポリペプチドまたは製剤。
【請求項１８】
　高血糖症、および／または高コレステロール血症、および／または高血圧症、および／
またはメタボリックシンドロームのうちの少なくとも１つの治療に使用するための、請求
項１～４のいずれかに記載のポリペプチドまたは請求項５～１３のいずれかに記載の製剤
。
【請求項１９】
　１型および／または２型糖尿病を治療するための薬剤を製造するための、請求項１～４
のいずれかに記載の少なくとも１つのポリペプチドの使用。
【請求項２０】
　高血糖症、および／または高コレステロール血症、および／または高血圧症、および／
またはメタボリックシンドロームのうちの少なくとも１つを治療するための薬剤を製造す
るための、請求項１～４のいずれかに記載の少なくとも１つのポリペプチドの使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　高血圧症、高コレステロール血症、及び高血糖症は、両型の糖尿病患者、特に２型糖尿
病患者においてしばしば存在している。高血圧、高コレステロール、及び糖尿病の組み合
わせは、心臓発作や脳卒中のリスクを著しく高める。現在、これらの３つの状態（高血圧
症、高コレステロール、及び糖尿病）を治療するために使用される薬剤は、様々な程度の
副作用を有する。したがって、現在使用されている薬物に見られる副作用なしに、血糖を
下げる治療用組成物が、血圧及びコレステロールも調節することは有用であるだろう。そ
のような組成物は、糖尿病と共に高血圧症、コレステロールの治療において有用性を有す
るであろう。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
　　（特許文献１）　米国特許出願公開第２００４／０１５７３２９号明細書
　　（特許文献２）　米国特許第９，２２１，８８６号明細書
　　（特許文献３）　米国特許出願公開第２０１４／００６００２４号明細書
　　（特許文献４）　米国特許出願公開第２００９／０１４０４７０号明細書
　　（特許文献５）　米国特許出願公開第２０１３／０２３５９１７号明細書
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